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南平岸地区の状況(R6.１.１現在)

世帯数；17,742世帯、人口；2９,666人

＜南平岸地区広報紙＞ 第79号

南平岸地区町内会連合会

まちづくり会「いきいき南平岸」

南平岸まちづくりセンター

平岸2条14丁目1-26

(814-1440)

この広報紙は、三者による

共同発行です。

南平岸地区 町内会連合会から

秋の交通安全街頭啓発を
行いました！

9月24日(火)午前10時から、平

岸プール付近で「秋の交通安全街頭

啓発」を行いました。

南平岸の各町内会の皆さんをはじ

め、交通安全実践会、交通安全母の

会、平岸小PTA、高台小PTAや

きゃんばす平岸保育園のお子さん達

など、111名の方々にお集まりい

ただき、「スピードダウン」、

「シートベルト着用」などと書かれ

た旗を掲げながら、ドライバーに対

し交通安全を呼びかけました。

豊平区役所からは、早瀬市民部長

さんが参加していただきました。参

加された皆さん、本当にありがとう

ございました。

冬の啓発活動の予定

11月13日(水)午前10時～

集合場所：平岸ひよっこ公園（平岸3-14）

※初めての啓発場所になります。

右地図参照

8月19日(土)南平岸会館において、豊平区

と町連による地区懇談会を開催しました。今

年は石川区長ほか11名の区職員と松浦町連会

長ほか24名の単位町内会会長が参加し、「札

幌市未来へつなぐ町内会ささえあい条例」等

の効果的活用事例についてと「とよひら

HANA-LAND事業」について、意見交換が

行われました。

「豊平区との意見交換会(地区懇談会)」を行いました！

ウォーキング南平岸

ウトナイ湖サンクチュアリ

周辺を歩きました！

8月22日(木)高速道路の通行止めとウトナイ湖に

着く手前での交通事故で予定より１時間程到着が遅

れましたが、予定通りウトナイ湖で自然観察路を歩

きました。気温24℃曇りと動くと少し汗ばむくらい

で参加者全員(49名)自然のなかでウォーキングを楽

しみました。

初秋の藻岩山ウォーキングを

楽しみました！
９月２６日(木)南平岸会館を出発点とし市電石

山通り駅まで歩き、そこから市電に乗りロープ

ウェイ山麓駅までのコースと、会館からロープ

ウェイ山麓駅まで歩くコースに分かれて歩きまし

た。山麓駅にはほぼ同じくらいに到着し、藻岩山

の山頂まで行きました。気温は24℃、天候は晴れ

で心地よく、ウォーキングしました。

「天神山文化祭」を開催しました！

天神山文化祭(第11回)が９月22日(日)に開催されま

した。今回は、南平岸商店街振興組合からも参加いただ

き、内容も盛りだくさんとなりました。

オープニングは「いきいき南平岸」の顧問・末廣仁志さ

んのあいさつではじまり、Jazzの演奏で楽しんでいた

だきました。天候にも恵まれ、お子さまからご年配の方

まで、大勢の皆さんが来場されました。

「いきいき南平岸」のほかに、いけばな小原流はなの會、

天神山スタッフのワークショップ（シルクスクリーンプ

リント）、商店街振興組合からは「天神山珈琲店」・

「オーム模型～プラモ制作無料体験会」・「麻雀体

験」・「綿あめ作り体験」などの参加があり、来場者は

それぞれのブースで観賞、体験をしていただきました。

「いきいき南平岸」は、例年同様、地域特産品「久保農

園のバラ」、「細貝農園の野菜」の紹介を行い、いつも

どおり好評でした。次回も、皆さんに楽しんでいただけ

る企画を考えていきます。
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安心・安全なまちづくり事業
隣近所のつながりで防災力アップ。
避難所研修を今年度も継続しています！

町連「安心・安全なまちづくり事業」実行委員会では、もしもの災害に備え、町内会役

員や会員向けの避難所体験や避難所運営に関する研修を続けています。今年度は、平岸高

台小、平岸西小、陵陽中を会場にして、発災時の役員どうしの連絡訓練と避難所を運営す

る側に立った開設初動の研修「避難所チャレンジ2024」を行うとともに、平岸小では一

般町内会員の皆さんにも参加を呼びかけ、避難所体験をしていただく「南平岸防災フェ

ア」を企画しました。

８月31日(土)には、南平岸地区の町内会長や防災関係部長、学校関係者など45 名が集

まって「避難所運営合同ミーティング」(於:南平岸会館)を行い、今年度の研修内容を協議

しました。続く第二部では「さっぽろ地域づくりネットワーク ワン・オール」相談支援

専門員・髙村亮太さんを講師に「災害に備えた地域の支え合い ～障がいのある方への平

時からの関わり～」と題した講演会を実施。地域住人が日頃から関わり合うことや、災害

時を想定して支援が必要な方とともに避難計画を立てておく大切さについてお話があり、

参加者は熱心に耳を傾けました。

町連文化部

南平岸パークゴルフ愛好会

第4回 月例会 エルムパーク西の里

８月１０日(土)第4回例会がエルムパーク西の里で開催されました。暑さのせいか、参加者

が23名と少なかったのですが、天候に恵まれ、パーク日和となりました。池を眺めながら距

離のあるアカシアコースと、ショートながらトリッキーなクルミコースがありましたが、

ホールインワンが3名も出ました！

第5回 月例会 三川パークゴルフクラブ

9月7日(土 )第5回例会は、三川

パークゴルフクラブでの開催となり

ました。まだまだ暑いせいなのか28

名の参加者と少なかったです。天候

は、少し雨も降りましたが、赤とん

ぼも飛び交い秋を感じられるパーク

日和となりました。。お昼のジンギ

スカンを楽しみに皆さん頑張ってプ

レーしていました！

第6回 納会 輪厚国際パークゴルフコース
10月12日(土)、第6回10月納会は、輪厚国際パークゴルフ

コースでの開催となりました。納会でしたので、41名の参加

となり、久し振りに賑やかな大会となりました。暑い時期と

比べてみると快適だったかと思います。プレー後には、お楽

しみ抽選会を開催。お目当ては、毎年、重延様からご提供い

ただくお花(30鉢)です。また、おこわ2種類を用意し、皆さん

に喜んでいただきました。さらに、もう一つの目玉として、

長能まちづくりセンター所長さんとビール券争奪じゃんけん

大会となり、大いに盛り上がりました。来年もたくさんの

方々のご参加お待ちしております!

北海道マラソン2024ボランティアに参加しました！

８月25日(土)に開催された北海道

マラソン2024に給水ボランティア

として、町連文化部の「南平岸パー

クゴルフ愛好会」と「ウォーキング

南平岸」から20名が参加しました。

間近で見る選手たちは大変迫力があ

り、気づくと手を叩きながら声援を

送っていました。参加されたボラン

ティアの皆さん、お疲れさまでし

た！
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きれいなまちづくり事業

容器包装リサイクルの仕組みを学ぶ

再生処理施設見学を行いました！
町連「きれいなまちづくり事業」実行委

員会では、地域の住みよい環境づくりのた

めに、ごみの減量化・資源化への協力を呼

びかけています。今年度は、家庭から出さ

れる容器包装プラスチックごみが、新しい

材料に生まれ変わるしくみを学ぶ勉強会を

開催しました。

10月24日(木)、町内会長や町内会の環境

部長ら20名の方々が参加し、三笠市にあ

る処理工場を見学しました。担当者に誘導

され施設内に入り、次々と運び込まれるご

みが、利用できるものとできないものとに

機械や人の手で選別されていく様子を間近

で見ることができました。プラスチックご

みのなかに、空き缶や乾電池など明らかに

ルール違反のものが混入していることが

あって、選別機械の故障や再生製品の質に

影響することなど説明があり、参加者から

もたくさん質問が出されて、分別の大事さ

を改めて考えさせられる見学会となりまし

た。

平岸高台小学校「避難所チャレンジ2024」を行いました！
9月28日（土）平岸高台小で、近隣5つの町内会役員が避難所開設研修を行いま

した。

避難所に最初に

駆けつけた役員

が、自宅待機し

ている各町内会

役員に電話や

LINEなどで集

合の連絡。体育

館を開錠。

施設の安全やライフラインの確認！

役員が自主

的に受付を

設置。滞在

スペースの

整備など避

難者を受け

入れる体制

をつくる。

避難者役

は順次体

育 館 に

入って受

付し、滞

在スペー

スに誘導

される流

れを学ぶ。
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地域みんなで避難所を学ぶ！

「みなみひらぎし防災フェア」を開催しました！
10月13日(日)に平岸小体育館において、町連主催「みなみひらぎし防災フェア」を開催し

ました。連休の中日にも関わらず、約100名の地域の方々にお集まりいただき、楽しみなが

らの避難所体験イベントとなりました。体育館に入る前に真っ暗な煙のなかをくぐり抜ける

煙道訓練をし、続いて受付や名簿の記入、居住スペースでは銀マットやダンボールベッドに

腰を下ろして避難の雰囲気を体感しました。その後「ダンボールベッド組み立て」、「防災

ミニ運動会」、「防災グッズ、備蓄品などの展示」、「非常食カフェ」など盛りだくさんの

プログラムを、参加者は楽しみながら学びました。今回はWEBからの申し込みで若い世代の

親子の参加も多く、地域の皆さんに日頃の町内会のつながりについて関心をもっていただく

きっかけにもなりました。


